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性率の測定に用いようとする試みで, これまでに C.B.NoRRIS& P.F.McKINNONl),B.









に供することに したものである｡ なお, この実験に材料を提供頂いた大建木材工業株式会社
名古屋工場とデ-クーの整理,写真の撮影など協力頂いた当研究所林昭≡氏をはじめ勝山三千
代,南正院の諸氏に感謝の意を表する｡














































約1/2程度の荷重を与え,生じた亀 裂 模 様
(directpattern)を染色した後,試片を50oC
にあたため,約20分かかつて温室に戻し,忠













































木 材 研 究 第33号 (1964)
つぎに, 第2図において辺に平行な直交軸 OBおよび OCを反時計廻りに任意角 0だけ
回転してできる新しい直交軸を ox/,oy'とする｡また,合板の主軸 ox,oy(oxは表層繊維
の方向である) は直交軸 0β,OCから反時計廻りに測って角度 ¢ だけ傾いていると仮定す
ると,この試片の周辺に図のようなせん断応力 T が働いた場合,ox′方向の縦ひずみ 己,oyr





















によって γq'が算出される｡また第 1図のように試験片を上下に P なる力で圧縮すれに,読
片の側面 (edge)に働 くせん断応力 で中は,
TP-P/V'す･L･i
で示すことができる｡ここに 上 は試片の辺の長さ,よは試片の厚さである｡
各試片について P を増加させながら測定した el,∈2,∈3およびそれらから求められた γ甲
と ∈コに直交する対角線方向の縦ひずみ ∈4を Tq,について描けば,試片表面のひずみの挙動
が大体把握できる｡第5･1-5･4図は構成比 1:1:1の合板について順せん断 (¢>O o) の結
果の中の代表的なものであり,第6･1-6･4図は構成比 1:2:1の合板について順せん断の
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たものと思われる｡また,¢ -Ooの場合は ∈1とE3の絶対値は E2(あるいは E｡) の値の10%以
下であるが,p が増すにしたがって増加し, ∈2 を越す場合さえもある｡ このことは試片が負
荷によって辺の長さを変化 していることにはかならない,したがってそのような場合には補強







であるから, 表板繊維に平行な方向の縦弾性係数 E｡と直角方向の縦弾性係数 Ey とがほぼ
等 しい1:2:1の構成の合板では常に
∈1= ~∈3, E2= -∈4
が成り立たねはならい｡この点で第 6図の結果は理論によく一致しているとは云えない｡一万
1:1:1の構成の合板では all<a22であるから ∈+e′は常に負の値をもつべきである｡ こ
の点で第5図は理論に合った性質を 示しているといえる, しかし構成の如何にかかわらず.




試片の中央ではないから,試片表面におけるひずみが均一でない場合は el と El を直接対応
させることに無理があることなどが考えられる｡試片表面における不均一なひずみの分布が生
ずる原因として,




は p の変化に伴なって試片の端辺に平行 (または垂直) な伸縮の量が変化する (p-Ooと
9-450では伸縮は理論的には0である)から拘束の度合いも異なってくるはずであるO
試片の端辺に沿ったせん断剛性率は,第 5図および第 6図の γ中に関する応カーひずみ線の
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なると αの値はもつと小さくなる｡p-Ooと p-士450が興った αの値をもっことは理屈に
合わないが, 今のところ適当な説明がみあたらない｡ 先にも述べたように 士450の場合のひ
ずみ状態が正常でないとすれば,9-00の場合の ｡の値 0.5は荷重の作用点のずれにより生
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せん断応力が存在する場合の主ひずみの方向は(1)式を βで微分して0と置 くことによっ て解
かれる｡すなわち
d三
禰 -ニー (all- 2a12+a22)sin2psin2(0-9)+a33COSpCOS(0-9)-0
αSS
all-2a12+a22cos2pCOS2(0-p)-sin2くクSin2(0-p)-････--･･.-･･-- (14)






























第9図と第10図は試片表面の代表的な点における亀裂の傾き On (即ち主ひずみの方向) を
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第10図一試片の姑維方向 p と主ひずみの方向 0
の関係 (合板構成比1:2:1)
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木 材 研 究 第33号 (1964)
写真1-試験片表面における応力塗膜の亀裂模様｡ 写真2-試験片表面における応力塗膜の亀裂模様｡
合板構成比1:2:1
繊維方向 p--lo
写真3-試験片表面における応力塗膜の亀裂模様｡
合板構成比 1:2:1
繊維方向 p--250
合板構成比1:2:1
繊維方向~p--12O
写真4-試験片表面における応力塗膜の亀裂模様｡
合板構成比 1:2:1
繊維方向 9--450
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